
2020 年度 小委員会活動成果報告 
（2021 年 2 月 4 日作成） 

小委員会名 安全計画小委員会 主 査 名：峯岸 良和 
就任年月：2020 年 4 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

建築計画委員会 
（計画基礎運営委員会） 

委員長名：小野田 泰明 
主 査 名：日色 真帆 

設 置 期 間 2020 年 4 月  ～  2022 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

設置目的：高度化・複雑化する都市・建築・人間の安全に関する、新たな課題の

整理と、その解決策を探る。 
2018 年度：安全性の見える化手法としての建築安全設計のメニューのひな形の作

成と、メニュー作成に向けた他分野の取り組等みの分析。 
2019 年度：2018 年度の検討継続および建築主－設計者間の安全設計に関する「対

話の誘導」・「水準の合意」を促すためのしかけづくりを議論。この検討趣旨をテ

ーマとしたシンポジウムの開催。 
2020 年度：建築主、設計者等からの意見を取り入れながら、建築安全設計のメニ

ューの具体的内容の検討および執筆 
2021 年度：建築安全設計のメニューをパンフレット状にまとめ、シンポジウム等

による公開。 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：有 

主査：峯岸良和（竹中工務店）、幹事：桑名秀明（鹿島建設）、委員：水落秀木（清水建設）、

河合邦治（JR 東海／建築研究所）、北嶋秀明（ETRA 環境技術研究所）、古瀬 敏（静岡

文化芸術大学名誉教授）、土屋伸一（明野設備研究所）、林 広明（大成建設）、村井裕樹

（日本福祉大学）、古川容子（日本建築センター評定部）、吉野攝津子（大林組技術研究所） 
設置 WG 

（WG 名：目的） 
 

2020 年度予算   135,000 円 ホームページ公開の有無：有 

委員会 HP アドレス：http://news-sv.aij.or.jp/keikakusub/s6/ 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数 6 回（年度内計画を含む） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 
 

講習会  

催し物 
（シンポジウム・セミナー等） 
*能力開発支援事業委員会

承認企画 

第 24 回安全計画シンポジウム「対話と合意に基づく建築・火災安全設計」    

参加者数 58 名 
タイトル同名の資料を PDF にて配布 

大会研究集会  

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等  

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

2019 年度（2020 年 3 月）に予定したが、コロナ対応により延期していたシンポ

ジウムを無事開催し、これまで委員会で議論した内容を会員等と共有することが

できた。一方で、委員会開催を中止したり、Zoom によるシンポジウム対応に時

間を要したことから、今期予定していた検討が十分に行なえておらず、2021 年度

の活動内容やその成果報告の時期などの見直しが必要である。 

委員会活動の問題点 
・課題 

多様な意見を得るために各分野の委員の追加が必要（意匠設計者、建築主サイド

の方、若手）。オンラインによる委員会開催時の議論の工夫（対面時より、意図

的に参加者に発話のタイミングを与える必要があるなど） 
 


